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ll)神経放射線領域における MRIの初期

経験
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'86年 9月に新潟中央病院に NMR-CT が導入され

て以来の 2カ月で,MRIを施行 した本学脳外科の16症

例について検討した.使用機種は旭メディカル社製 『旭

Mark-J』で,magnetは常電導 1.5T のものを用い

た.従来の診断法では困難,煩雑,高侵襲であった疾患

に対する存在診断という点に関しては,CTでは arti-

factの混入の多い後頭蓋高の小病変 に対 して有用で

あった.第 2に,病変と周囲との解剖学的位置関係を正

確に把握する目的での解剖学的診断に関しては,求める

ままの sectionが容易に得 られ ,従来の診断法では

detectに困難を極めた微細構造をも含めて,標本断面

を見るごとくに一目瞭然に描出される点が優れていると

思われた.最後に,病変の質的診断(tissuecharacteri-

zation)に関 して,4つの Parametersをもつ MRI

ではあるが予想外に speci丘cityが低 く,今後おのおの

の parameterの実測,Gd-DTPA 等による enhan-

cementが不可欠になると思われた.

12)胃集検 フイルム読影精度の自己管理

長谷川 敏 之 (新潟市医師会)

新潟市胃集検の癌発見率は,昭60年度0.4%に達した.

発見率 (数)について,偽陰性の概念と,当年異常な

く翌年未受診群の推定胃癌数を加えて検討した.

昭59年受診16,627,数63,率0.38%.初回 32/5,606,

前年受診22/8,319,2年～9/2,702で,前年受診の22/8,319

は昭58年の偽陰性.同様に昭60年の前年受診34/8,630は

昭59年の偽陰性である.昭59年 OB60年末受診 7,934

にも同率の癌があるとすれば 31(検診 1年以内の検診外

発見胃癌を含).58年の偽陰性を除いた59年の胃癌は

106で,1回の検診では41/10638.7% しか発見されな

い (1回検出率).57年発見率0.16,58年0.22,59年0.38

%.初回検出率33.3,37.1,38.7%で発見率程の大差は

ない,発見率の差は偽陰性例の差によるところが大きい.

精度の指標は沢山あるが,普遍的な発見率だけでなく,

初回検出率にも目を向けねばならない,

13)ゼロラジオグラフィーによる乳癌診断の

検討
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乳癌479病変のゼロラジオグラフィー画像を分析し次

の結果を得た.

1) 診断精度は69%,ゼロラジオクラブイーの診断能

は87%であった.

2) 組織別に腫癖の分離と乳房の density 及び腰癖

の大きさとの関係をみると,乳頭腺管癌 (P)は,乳房

の densityによる影響が大きく,densityの高い場合

腫癖の分離が極端に悪い.硬癌 (S)は逆に,densityの

低い場合腫癌の分離が良好である.髄様腺管癌 (M) は

乳房 densityの影響は比較的少なく,一定以上の大き

さになると分離しやすくなる.

3) 腫癖の辺縁像は組織別に特徴的である.Pは平滑,

分葉状が多く,石灰化は44%,M は平滑,切れ込みが

多く,石灰化は24%,Sは,スピクラが91%,石灰化15

%である.

4) 間接所見は血管増強45%,石灰化23%,左右差15

%にみられた.腰痛の分離できないものでも,その出現

頻度は同じであった.

14)放射線部職員の被曝線量について

端 敏豊 ･吉村秀太郎 儲 露 医学部)

当院今年度の個人被曝線量計装着の登録者数は FB

220名,TLD41名,リング14名である. 特に放射線

部 (料)の装着者については業務別の被曝線量を統計分

析するために,報告値を RI外来に設置 されているオ

フィスコンピュータで健康診断のデータ等と関連させて

管理している.又,放射線作業従事者の認定や RI棟-

の時間外立入者のチェック等も同じデータで管理をして

いる.

放射線部 (料)装着者について分析してみると過去 5

年間の装着者数のべ人数は医局員99名,技師部135名,

看護部Bg名である.5年間の集団線量は各々2,756mrem

(医).2,834mrem(技),701mrem (香),平均年線量当

量は各々 29.9mrem,21.Omrem,7.7mrem となる.

分析中に業務の担当内容によって被曝線量に大きな差が

あることがわかったので,業務担当がはば完全に把握で

きる技師郡で分析してみると,被曝線量の多いセクショ

ンは上位から①RI,㊥治療,③ポータブルとなる.RI


